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一
．
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
動
向
と
国
際
テ
ロ
の
脅
威

　

平
成
二
〇
年
の
国
際
テ
ロ
情
勢
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
推
移
し
ま
し
た
。
一
三
年
九
月
の
米

国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
世
界
各
国
で
テ
ロ
対

策
が
強
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ

ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
の
脅
威
は
、
引
き
続
き
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ

は
、
米
国
に
対
す
る
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
の
象
徴
的

存
在
と
し
て
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
惹ひ

き
付
け

国
際
テ
ロ
情
勢
と
警
察
の
対
応

て
い
ま
す
。
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を
始
め
と
す
る
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
は
、
こ
の
ジ
ハ
ー
ド
思
想
を
介
し
て
緩

や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
と
み
ら
れ

ま
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
及
び
そ
の
支
持
者
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
効
果
的
に
活
用
し

て
、
ジ
ハ
ー
ド
思
想
を
伝
播ぱ

す
る
と
と
も
に
、
リ

ク
ル
ー
ト
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
思

想
や
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
声
明
等
の
影
響
を

受
け
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
中
核
（
指
導
部
）
と
直

接
の
関
係
を
有
し
な
い
組
織
等
が
、
テ
ロ
の
敢
行
を

企
図
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
テ
ロ
と
何

の
か
か
わ
り
も
な
か
っ
た
個
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
通
じ
て
過
激
化
し
て
テ
ロ
を
引
き
起
こ
す
現

象
の
危
険
性
が
各
国
で
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
二
〇
年
中
は
、
世
界
各
地
で
テ
ロ

事
件
が
多
発
し
ま
し
た
。

　

南
ア
ジ
ア
で
は
、
テ
ロ
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
武
装

勢
力
タ
リ
バ
ン
の
勢
力
拡
大
と
と
も
に
テ
ロ
の
発
生

件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
も
拡
大
す
る
傾

向
が
顕
著
で
す
。
七
月
に
は
、
首
都
カ
ブ
ー
ル
の
イ

ン
ド
大
使
館
前
で
自
動
車
爆
弾
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
が

発
生
し
、
四
〇
人
以
上
が
死
亡
、
一
四
〇
人
以
上
が

負
傷
し
ま
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
軍
に
よ
る
北

西
辺
境
州
及
び
連
邦
直
轄
部
族
地
域
に
対
す
る
掃
討

オサマ・ビンラディン（時事）

インド大使館前の自爆テロ事件に使用された車（７月、アフガニスタン）（共同）

１
国
際
テ
ロ
情
勢
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作
戦
が
再
開
さ
れ
て
以
降
、
再
び
テ
ロ
事
件
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
六
月
に
は
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
の
デ

ン
マ
ー
ク
大
使
館
に
対
し
て
、
自
動
車
爆
弾
に
よ
る

自
爆
テ
ロ
が
発
生
し
、
九
人
が
死
亡
し
た
ほ
か
、
九

月
に
は
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
の
マ
リ

オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
を
標
的
と
し
た
自
動

車
爆
弾
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
に
よ
り
、

五
四
人
が
死
亡
、
二
六
〇
人
以
上

が
負
傷
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
、

一
一
月
に
、
ム
ン
バ
イ
に
お
い
て
、

武
装
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ホ
テ
ル
等
を

標
的
と
し
た
連
続
テ
ロ
事
件
が
発

生
し
、
邦
人
一
人
を
含
む
約
一
六
〇

人
が
死
亡
し
、
邦
人
一
人
を
含
む
約

二
九
〇
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

　

北
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
を
拠
点
と
し
た
「
イ
ス
ラ
ム
・
マ

グ
レ
ブ
諸
国
の
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」

が
各
地
で
テ
ロ
を
実
行
し
て
お
り
、

八
月
に
は
、
同
国
北
部
イ
セ
ル
に
お

け
る
警
察
学
校
を
標
的
と
し
た
自

動
車
爆
弾
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
が
発
生

し
、四
〇
人
以
上
が
死
亡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
東
で
は
、
イ
エ
メ
ン
の

首
都
サ
ヌ
ア
に
お
い
て
、
九
月
に
、

米
国
大
使
館
が
自
動
車
爆
弾
等
で
武

装
グ
ル
ー
プ
に
襲
撃
さ
れ
、
一
六
人

が
死
亡
し
ま
し
た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
一
七
年
一
〇
月
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以

ムンバイにおける連続テロ事件（襲撃を受けたタージマハルホテル）
（11月、インド）（時事）

降
、大
規
模
な
テ
ロ
事
件
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

二
〇
年
七
月
に
は
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
に
お
い
て
ジ
ェ

マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
に
よ
る
テ
ロ
計
画
が
摘
発
さ
れ
、

同
組
織
が
依
然
と
し
て
テ
ロ
を
実
行
す
る
能
力
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

二
．
我
が
国
へ
の
国
際
テ
ロ
の
脅
威

　

我
が
国
は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を
始
め
と
す
る
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
か
ら
米
国
の
同
盟
国
と
み
な
さ
れ
て

お
り
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
も
の
と
さ
れ
る

声
明
等
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
度
々
テ
ロ
の
標
的 警察学校を標的としたテロ事件（８月、アルジェリア）（時事）

マリオットホテルを標的とする自爆テロ事件
（９月、パキスタン）（時事）
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と
し
て
名
指
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
に

は
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
テ
ロ
の
対
象
と
し
て
き
た
米

国
関
係
施
設
が
多
数
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
標
的
と
し

た
テ
ロ
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、国
際
手
配
さ
れ
て
い
た
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
関
係
者
が
不
法
に
我
が
国
に
入
出
国
を
繰
り
返

し
て
い
た
事
実
が
一
五
年
一
二
月
の
ド
イ
ツ
に
お
け

る
同
人
の
逮
捕
を
端
緒
と
し
て
判
明
し
た
ほ
か
、
米

国
で
拘
束
中
の
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
幹
部
の
ハ
リ
ド
・

シ
ェ
イ
ク
・
モ
ハ
メ
ド
が
、
我
が
国
に
あ
る
米
国
大

使
館
を
破
壊
す
る
計
画
等
に
関
与
し
た
と
供
述
し
て

い
た
こ
と
が
一
九
年
三
月
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
の
入
国
者
が

多
数
滞
在
し
各
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い

我が国に不法に入出国していたアル・カーイダ関係者（時事）

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
が
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
悪

用
し
、
資
金
等
の
調
達
を
図
る
と
と
も

に
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
若
者
等
の

過
激
化
に
関
与
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
海
外
に
お
い
て
は
、
現
実

に
邦
人
や
我
が
国
の
権
益
が
テ
ロ
の
標

的
と
な
る
事
案
や
、
直
接
の
標
的
で
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
海
外
に
い
る
邦

人
が
テ
ロ
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ム
ン
バ
イ
に
お
け
る

連
続
テ
ロ
事
件
で
は
、
銃
撃
に
よ
り
邦
人
一
人
が
死

亡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
国
内
に
お
け
る
テ
ロ

や
、
海
外
に
お
け
る
邦
人
や
我
が
国
の
権
益
に
対
す

る
テ
ロ
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

三
．
日
本
赤
軍
・「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
の
動
向

（
一
）
日
本
赤
軍

　

最
高
幹
部
の
重
信
房
子
は
、
ハ
ー
グ
事
件
等
に
よ

り
懲
役
二
〇
年
と
し
た
控
訴
審
判
決
を
不
服
と
し
、

二
〇
年
一
月
に
上
告
し
ま
し
た
。
西
川
純
は
、
ダ
ッ

カ
事
件
等
に
よ
り
無
期
懲
役
と
し
た
控
訴
審
判
決
を

不
服
と
し
て
一
一
月
に
上
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
和

光
晴
生
は
、
ハ
ー
グ
事
件
等
に
よ
り
無
期
懲
役
と
し

た
控
訴
審
判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
赤
軍
は
、
組
織
の
再
編
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
活
動
拠
点
の
構
築
を
模
索
し
て

い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
一
二
年
に
重
信
が
逮
捕
さ
れ

た
後
も
、
日
本
赤
軍
は
、
昭
和
四
七
年
の
テ
ル
ア
ビ

ブ
・
ロ
ッ
ド
空
港
事
件
を
「
自
己
犠
牲
精
神
」
に
基

づ
く
「
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
闘
争
」
と
し
て
引
き
続
き

高
く
評
価
す
る
な
ど
、
そ
の
武
装
闘
争
路
線
を
放
棄

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
赤
軍
は
、
逃
亡
メ
ン

バ
ー
に
対
す
る
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と
み
ら

クアラルンプールで米国大使館・スウェーデン大使館を襲撃し、人質をとる日本赤軍メ
ンバー（1975年、マレーシア）（時事）
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れ
る
ほ
か
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
連
携
等
を
名
目
に
組

織
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
テ

ロ
組
織
と
し
て
の
危
険
性
に
変
化
は
な
く
（
注
）、

海
外
の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
連
携
し
て
、
獄
中
メ
ン
バ
ー

の
奪
還
等
を
目
的
と
し
た
テ
ロ
事
件
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

警
察
は
、
今
後
と
も
、
国
内
外
に
お
け
る
日
本
赤

軍
支
援
者
の
動
向
に
も
特
段
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、

逃
亡
メ
ン
バ
ー
の
早
期
発
見
・
逮
捕
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
し
情
報
収
集
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
（
注
）
日
本
赤
軍
で
は
、
平
成
一
三
年
四
月
、
重
信
に
よ

る
獄
中
か
ら
の
日
本
赤
軍
「
解
散
」
宣
言
を
受
け
、
組

織
と
し
て
も
解
散
の
「
決
定
」
を
表
明
す
る
な
ど
、
テ

ロ
組
織
と
し
て
の
本
質
を
隠
蔽
す
る
戦
略
を
採
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
同
年
一
二
月
以
降
は
「
連
帯
」
の
名
称

を
使
用
し
、
そ
の
後
は
、「
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
連
帯
」
に

名
称
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

（
二
）「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ　

　

昭
和
四
五
年
三
月
、
田
宮
高
麿
ら
九
人
が
、
東

京
発
福
岡
行
き
日
本
航
空
三
五
一
便
、
通
称
「
よ
ど

号
」
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
、
北
朝
鮮
に
入
境
し
ま
し

た
。
こ
の
「
よ
ど
号
」
犯
人
九
人
の
う
ち
、
田
中
義

三
（
平
成
一
九
年
一
月
病
死
）
ら
二
人
が
既
に
逮
捕

さ
れ
た
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
の
田
宮
高
麿
ら
二
人
は
北

朝
鮮
で
死
亡
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、現
在
、

北
朝
鮮
に
残
留
し
て
い
る
の
は
、
小
西
隆
裕
ら
五
人

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
（
う
ち
岡
本
武
は
死
亡
説
も
あ

り
ま
す
が
、
真
偽
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。）。
警

察
は
、
こ
れ
ま
で
に
帰
国
し
た
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー

プ
の
妻
ら
五
人
全
員
を
旅
券
法
違
反
等
で
逮
捕
し
た

ほ
か
、
一
九
年
六
月
に
は
、
帰
国
し
た
同
グ
ル
ー
プ

合
流
者
一
人
を
旅
券
法
違
反
で
逮
捕
し
、
い
ず
れ
も

有
罪
が
確
定
し
て
い
ま
す
。「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ

の
子
女
に
つ
い
て
は
、
二
一
年
一
月
ま
で
に
全
員
が

帰
国
し
て
い
ま
す
。
二
〇
年
六
月
及
び
八
月
に
開
催

さ
れ
た
日
朝
実
務
者
協
議
に
お
い
て
は
、「
よ
ど
号
」

関
係
者
の
引
渡
し
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
現
時
点
で
は
、
引
渡
し
に
向
け
た
具
体
的
な
動

き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、

「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
が

日
本
人
拉
致
に
深
く
関
与

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。
警
察

は
、「
よ
ど
号
」
犯
人
で

あ
る
魚
本
（
旧
姓
・
安
部
）

公
博
に
つ
い
て
、
有
本
恵

子
さ
ん
に
対
す
る
結
婚
目

的
誘
拐
容
疑
で
、
ま
た
、

「
よ
ど
号
」
犯
人
の
妻
・

森
順
子
及
び
若
林（
旧
姓
・

黒
田
）
佐
喜
子
に
つ
い
て
は
、
石
岡
亨
さ
ん
及
び
松

木
薫
さ
ん
両
名
に
対
す
る
結
婚
目
的
誘
拐
容
疑
で
、

そ
れ
ぞ
れ
逮
捕
状
を
取
得
し
、
国
際
手
配
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
や
声

明
文
等
を
通
じ
て
拉
致
容
疑
事
案
へ
の
関
与
を
否
定

し
続
け
て
お
り
、
容
疑
が
晴
れ
た
時
点
で
帰
国
し
た

い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、日
本
政
府
に
対
し
て
は
、

拉
致
容
疑
事
案
の
被
疑
者
と
し
て
の
引
渡
し
要
求
を

撤
回
す
る
と
と
も
に
、
協
議
に
応
じ
る
よ
う
要
求
し

て
い
ま
す
。
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一
．
情
報
収
集
と
捜
査
の
徹
底

　

テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
幅
広
い
情

報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
的
確
に
分
析
し
て
諸
対
策
に

活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
テ
ロ
は
極

め
て
秘
匿
性
の
高
い
行
為
で
あ
り
、
そ
の
準
備
は
秘

密
裡り

に
行
わ
れ
る
た
め
、
収
集
さ
れ
る
関
連
情
報
の

ほ
と
ん
ど
は
断
片
的
な
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
情

報
の
蓄
積
と
総
合
的
な
分
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
警
察
で
は
、
警
察
庁
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム

対
策
課
を
中
心
に
外
国
治
安
情
報
機
関
等
と
の
連
携

を
一
層
緊
密
化
す
る
な
ど
、テ
ロ
関
連
情
報
の
収
集
・

分
析
を
強
化
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
う
し
た
分
析
結
果

を
重
要
施
設
の
警
戒
警
備
を
始
め
と
し
た
諸
対
策
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
は
、
邦
人
や
我
が
国
の
権
益
に
関
係

す
る
重
大
テ
ロ
事
件
等
が
国
外
で
発
生
し
た
場
合
等

に
、国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
緊
急
展
開
班（
Ｔ
Ｒ
Ｔ

－

２
：

T
errorism

 R
esponse T

eam
-T
actical W

ing 
for O

verseas

）
を
派
遣
し
、
当
該
事
案
に
関
す
る

情
報
収
集
、
現
地
当
局
に
対
す
る
捜
査
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

二
．
水
際
対
策
の
強
化

　

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
お
い
て
テ
ロ
リ

ス
ト
等
の
入
国
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国
際
空
港
・
港

湾
に
お
い
て
出
入
国
審
査
、
輸
出
入
貨
物
の
検
査
等

の
水
際
対
策
を
的
確
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
政
府
は
、
一
六
年
一
月
、
内
閣
官
房
に
空
港
・

港
湾
水
際
危
機
管
理
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
関
係
行
政

機
関
等
が
行
う
水
際
対
策
の
強
化
に
必
要
な
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
空
港
・
港
湾
に
配
置

さ
れ
た
空
港
・
港
湾
危
機
管
理
（
担
当
）
官
を
中
心

に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
各
種
訓
練
の
実
施
、
施

設
警
備
に
係
る
改
善
等
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
改
正
に

よ
り
、
一
九
年
二
月
か
ら
旅
客
等
に
関
す
る
情
報
の

事
前
報
告
が
航
空
機
及
び
船
舶
の
長
に
義
務
付
け
ら

れ
、事
前
旅
客
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）（
注
一
）

は
、よ
り
実
効
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
が
入
国
す
る
際
に
お
い
て
、
指
紋
等

の
個
人
識
別
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
一
一
月
に
外
国
人
個
人
識
別

情
報
認
証
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）（
注
二
）
の
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
注
一
）
航
空
機
で
来
日
す
る
旅
客
及
び
乗
員
に
関
す
る

情
報
と
関
係
省
庁
が
保
有
す
る
要
注
意
人
物
に
係
る
情

報
を
入
国
前
に
照
合
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　
（
注
二
）
来
日
す
る
外
国
人
に
入
国
審
査
の
際
に
提
供
さ

せ
た
個
人
識
別
情
報
と
関
係
省
庁
が
保
有
す
る
要
注
意

人
物
に
係
る
情
報
を
照
合
す
る
シ
ス
テ
ム
。

三
．
関
係
省
庁
と
の
連
携

　

テ
ロ
対
策
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
警
察
で
は
、

関
係
省
庁
、
地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
等
と
の
緊
密

な
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

二
〇
年
一
二
月
に
は
、
政
府
の
犯
罪
対
策
閣
僚
会

議
に
お
い
て
、
テ
ロ
の
脅
威
等
に
対
処
す
る
た
め
の

取
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現

の
た
め
の
行
動
計
画
２
０
０
８

－

「
世
界
一
安
全
な

国
、
日
本
」
の
復
活
を
目
指
し
て

－

」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
国
、
地
方
自
治
体
及
び

成田国際空港で実施されたテロ対策合同訓練（６月、千葉）

２
警
察
の
対
応
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陸上自衛隊との共同実動訓練（２月、長崎）

関
係
機
関
が
緊
密
に
連
携
し
て
、
総
合
的
な
テ
ロ
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
「
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
を

許
さ
な
い
」
と
い
う
共
通
の
理
念
の
下
、
テ
ロ
に
強

い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
取
組
み
と
し
て
、
諸
外
国

治
安
情
報
機
関
と
の
情
報
交
換
の
拡
大
等
に
よ
る
情

報
収
集
・
分
析
機
能
の
強
化
、
テ
ロ
の
「
兆
し
」
に

係
る
情
報
の
提
供
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
民
間
事
業
者
に
対
す
る
働
き
か
け
の
強
化

等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
警
察
に
お
い
て
も
、
同

計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
等
と
さ
ら
に
強

力
に
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
九
月
に
発
生
し
た
皇
居
に
向
け
た
不
審
物

発
射
等
事
件
に
お
い
て
、
被
疑
者
が
大
量
の
硝
安
油

剤
爆
薬
を
製
造
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
及
び
経
済
産
業
省
は
、
都
道
府
県
知
事

等
に
対
し
て
、
爆
発
物
の
原
料
の
管
理
強
化
を
更
に

徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
る
通
知
・
通
達
を
発
出
し
、

警
察
は
、こ
れ
ら
関
係
省
庁
の
取
組
み
を
踏
ま
え
て
、

関
係
業
界
団
体
及
び
薬
局
開
設
者
等
個
々
の
事
業
者

に
対
し
て
働
き
掛
け
を
行
う
な
ど
、
緊
密
に
連
携
し

て
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
警
察
庁
と
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
平
素
か
ら
緊
密
な
情
報
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
重
大
テ
ロ
等
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

対
処
態
勢
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

武
装
工
作
員
等
に
よ
る
不
法
行
為
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
防
衛
庁
（
当
時
）・
自
衛
隊
と
の
間
で
、
一
二

年
度
以
降
、「
治
安
出
動
の
際
に
お
け
る
治
安
の
維

持
に
関
す
る
協
定
」
等
を
締
結
し
、こ
れ
に
基
づ
き
、

一
四
年
か
ら
一
七
年
の
間
に
、
武
装
工
作
員
等
事
案

を
想
定
し
た
治
安
出
動
に
係
る
共
同
図
上
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
等
を
踏
ま
え
、
一
七
年
か

ら
二
〇
年
末
ま
で
の
間
に
、三
七
都
道
府
県
警
察
が
、

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
師
団
等
と
の
間

で
、
共
同
実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
各

地
で
こ
う
し
た
訓
練
を
重
ね
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
と

の
緊
密
な
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

四
．
重
要
施
設
等
の
警
戒

　

警
察
で
は
、
原
子
力
発
電
所
や
内
閣
総
理
大
臣
官

邸
等
の
我
が
国
の
重
要
施
設
、
米
国
関
連
施
設
、
鉄

道
等
公
共
交
通
機
関
等
に
対
し
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
警
戒
警
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
等
公
共
交
通
機
関
の
警
戒
に
当
た
っ
て
は
、

事
業
者
等
や
国
土
交
通
省
等
と
の
緊
密
な
連
携
に
努

め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
事
業
者
等
が
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
鉄
道
テ
ロ
対
策
連
絡
会
議
に
警
察
庁
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
画
し
、
必
要
な
助
言
や
情

報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五
．
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
対
策

　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
・
的
確
に

対
処
す
る
た
め
、
九
都
道
府
県
警
察
（
北
海
道
、
宮

城
、
警
視
庁
、
千
葉
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
広 重要施設の警戒状況
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島
、
福
岡
）
に
、
化
学
剤
検
知
器
等
高
度
な
装
備
資

機
材
を
配
備
し
た
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
対
応
専
門
部
隊
を
設

置
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
府
県
警
察
に
は
、
Ｎ

Ｂ
Ｃ
テ
ロ
対
策
班
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

部
隊
は
、
平
素
か
ら
実
戦
的
訓
練
等
に
よ
り
対
処
能

力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、一
八
年
八
月
か
ら
、

経
済
産
業
省
、
文
部
科
学
省
等
の
関
係
機
関
と
緊
密

に
連
携
し
、
警
察
庁
職
員
に
よ
る
原
子
力
関
連
施
設

に
対
す
る
立
入
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
二
〇
年

九
月
か
ら
、
厚
生
労
働
省
と
緊
密
に
連
携
し
、
警
察

練
の
実
施
等
に
よ
り
対
処
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

七
．
ス
カ
イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
運
用

　

警
察
で
は
、
一
六
年
一
二
月
か
ら
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
等
の
関
係

省
庁
や
航
空
会
社
と
緊
密
に
連
携
し
て
、
警
察
官
が

旅
客
機
に
搭
乗
す
る
ス
カ
イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
的
確

な
運
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

八
．
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処

　

武
力
攻
撃
事
態
等
や
緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処

に
つ
い
て
は
、
平
素
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
都
道
府
県
警
察
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律

（
国
民
保
護
法
）
に
基
づ
く
都
道
府
県
及
び
市
町
村

の
国
民
保
護
計
画
の
作
成
・
変
更
作
業
に
積
極
的
に

参
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
武
力
攻
撃
事
態
等
や
緊
急
対
処
事
態
に
お

い
て
、
国
民
保
護
措
置
等
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
内
閣
官
房
や
各
都
道
府
県
が
主
催
す

る
国
民
保
護
訓
練
（「
平
成
二
〇
年
度
長
野
県
国
民

保
護
共
同
実
動
訓
練
」（
一
一
月
）
等
）
に
参
加
し
、

被
害
情
報
等
の
収
集
、
住
民
の
避
難
要
領
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
な
ど
、
事
態
発
生
時
に
お
け
る
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

生物化学テロ訓練状況

SATの訓練

庁
職
員
に
よ
る
特
定
病
原
体
等
所
持
者
等
の
事
務
所

又
は
事
業
所
に
対
す
る
立
入
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

六
．
特
殊
部
隊
等
の
充
実
強
化

　

警
察
で
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
、
重
要
施
設
占
拠
事

案
等
の
重
大
テ
ロ
事
件
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
サ
ブ
マ

シ
ン
ガ
ン
、
自
動
小
銃
、
ラ
イ
フ
ル
、
特
殊
閃せ

ん

光こ
う

弾
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
装
備
や
機
動
力
を
備
え
た
特
殊

部
隊
（
Ｓサ

Ａ
Ｔト

：Special A
ssault T

eam

）
を
八

都
道
府
県
警
察
（
北
海
道
、警
視
庁
、千
葉
、神
奈
川
、

愛
知
、
大
阪
、
福
岡
、
沖
縄
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
機
動
隊
に
編
成
さ
れ
て
い
る
銃
器

対
策
部
隊
の
装
備
資
機
材
の
充
実
強
化
、
実
戦
的
訓

ッ
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九
．
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策

　

情
報
シ
ス
テ
ム
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国

民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
状

況
の
下
、
国
内
外
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
に
対

し
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
敢
行
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
重
要
イ
ン

フ
ラ
事
業
者
等
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
行
わ
れ

た
場
合
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
被

害
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
警
察
庁
に
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
推

進
室
」
や
「
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
」
を
、
各
都
道
府

県
警
察
に
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
設
置
し
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
へ
の
個
別
訪

サイバーフォース

問
等
の
実
施
を
通
じ
て
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等

に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
向
上
を
図
る

な
ど
し
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
関
係

省
庁
や
、
被
害
を
受
け
た
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等

と
連
携
し
て
、
被
害
拡
大
防
止
及
び
事
件
検
挙
に
当

た
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

十
．
国
際
協
力
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み

　

国
際
テ
ロ
対
策
を
的
確
に
推
進
す
る
に
は
、
世
界

各
国
の
連
携
・
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ

８
や
国
連
等
の
場
に
お
い
て
、
政
府
首
脳
間
、
治
安

担
当
大
臣
間
、
警
察
機
関
相
互
間
等
で
諸
対
策
に
関

す
る
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
年
六
月

に
は
、
東
京
に
お
い
て
警
察
庁
・
法
務
省
が
「
Ｇ
８

司
法
・
内
務
大
臣
会
議
」
を
共
催
し
、
泉
国
家
公
安

委
員
会
委
員
長
（
当
時
）
が
共
同
議
長
を
務
め
、
警

察
庁
幹
部
が
出
席
し
て
、
テ
ロ
対
策
や
国
際
組
織
犯

罪
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、警
察
庁
で
は
、毎
年
、国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
の
共
催
に
よ
り
「
国
際
テ
ロ
事
件
捜
査

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
、
八
月
に
は
、
世
界

各
国
の
テ
ロ
対
策
担
当
者
を
招
へ
い
し
て
、
テ
ロ
事

件
の
捜
査
技
術
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
積
極

的
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
テ
ロ
対
策
に
関
す
る
地
域
協
力
を
推
進

す
る
た
め
、
毎
年
、
外
務
省
と
の
共
催
に
よ
り
「
地

域
テ
ロ
対
策
協
議
」
を
開
催
し
て
お
り
、三
月
に
も
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
テ
ロ
対
策
担
当
者
を
招
へ
い

し
て
、
国
際
テ
ロ
情
勢
等
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
我
が
国
は
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決

議
一
三
七
三
号
等
で
求
め
ら
れ
て
い
る
テ
ロ
リ
ス
ト

等
の
資
産
凍
結
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

警
察
庁
は
、
機
動
的
な
資
産
凍
結
実
施
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
「
テ
ロ
リ
ス
ト
等
に
対
す
る
資
産
凍
結
等

に
係
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」に
参
加
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
五
三
四
の
テ
ロ
に
関
連
す
る
個
人
・
団

体
を
資
産
凍
結
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

Ｇ８司法・内務大臣会議（６月、東京）


